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【
内
面
の
自
由
】 　
第
30
回

　
沖
縄
で
の
夏
季
研
究
集
会
は
実
り
あ
る
も
の
だ
っ
た
。
関

係
者
の
み
な
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。
夏
の
間
に
、
指
導
要
領

「
解
説
」
の
配
布
、「
指
標
」
策
定
、
教
職
課
程
再
課
程
申

請
の
説
明
が
す
す
み
、
８
月
29
日
に
は
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
発
動
で

い
わ
ば
「
空
襲
警
報
」
も
は
じ
ま
っ
た
。
か
つ
て

な
い
勢
力
の
社
会
的
「
台
風
５
号
」
は
も
う
来
て

い
る
。

　
全
体
主
義
に
対
抗
す
る
の
は
〈
個
人
主
義
と
民

主
主
義
〉
だ
が
、
こ
の
理
論
立
て
が
、
遅
れ
て
い

る
。
参
考
文
献
の
２
冊
は
、
い
わ
ば
「
戦
後
教
育

学
」
の
古
典
だ
。
こ
れ
ら
は
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
教

育
言
説
に
よ
っ
て
葬
り
去
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
る

が
、
私
た
ち
は
そ
う
で
な
く
、
生
活
教
育
実
践
と

照
ら
し
て
し
っ
か
り
読
み
込
み
、
批
判
的
創
造
的
に
発
展
さ

せ
る
必
要
が
あ
る
。

　
全
体
主
義
的
な
教
育
で
は
、〈
本
音
・
本
心
を
出
さ
せ
た
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上
で

�

�

、
方
向
の
ち
が
う
も
の
に
不
利
益
を
被
ら
せ
、
管
理
・

支
配
す
る
〉
方
法
が
と
ら
れ
る
。
本
音
が
否
定
さ
れ
た
り
い

じ
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
が
教
師
不
信
の
根
底
に
あ
る
。「
学

力
テ
ス
ト
」
な
ど
を
自
己
や
進
路
を
操
作
す
る
の
に
使
う
教

師
は
恨
ま
れ
さ
え
す
る
。

　
こ
れ
に
対
抗
す
る
近
代
の
教
育
原
則
が
「
人
間
の
内
面
形

成
に
か
か
わ
る
問
題
は
、
国
家
権
力
の
干
渉
し
て
は
な
ら

な
い
『
私
事
』」
と
す
る
原
則
だ
（
堀
尾
、
９
頁
）。

し
か
し
教
育
は
、
子
ど
も
の
内
面
に
か
か
わ
る
こ

と
で
あ
る
。
公�

教
育
（
学
校
）
に
お
い
て
、
国
家

�

�

権
力
の
末
端
（
公
務
員
）
と
し
て
の

�

�

�

�

�

�

�
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教
師
は
、
人�

間
と
し
て
の

�

�

�

�

�

教
師
と
ど
う
両
立
す
る
の
か
。「
戦
後

教
育
学
」
で
は
、
教
育
行
政
に
は
「
内
的
事
項
」

に
介
入
さ
せ
な
い
原
則
を
前
提
に
、
徳
育
よ
り
は

知
育
、
知
育
で
も
客
観
的
に
測
定
で
き
る
学
校
的

能
力
（
学
力
）
に
限
定
す
る
方
向
を
と
っ
て
き
た

（
測
定
に
つ
い
て
は
勝
田
、
63
頁
）
が
、
こ
こ
を
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

（
研
究
部
・
加
藤
聡
一
）

　

参
考
文
献 

　
　

 
①
堀
尾
輝
久
『
現
代
教
育
の
思
想
と
構
造
』
岩
波
書
店
、
１
９
７
１
年
。

　
　

② 

勝
田
守
一
『
能
力
と
発
達
と
学
習
』（
現
代
教
育
１
０
１
選　
26
）
国
土
社
、

１
９
９
０
年
（
原
著
、
１
９
６
４
年
）。

生活教育
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